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乳幼児発達検査の変遷と保育-の応用

木戸 啓子 (岡山大学大学院教育学研究科) 山口 茂嘉 (岡山大学教育学部)

本研究は,発達検査が保育場面での子ども理解の手だてとなり得ることを明らかにするものである｡

発達検査を行 う一つの効果は,対象となる子どもの現在の発達状況を把握できるという点にある｡その

上で,子どもの状態をとらえながら,指導に必要な観点を予測することこそが発達検査の意義であると

いえる｡今日用いられている子どもの発達検査は,ビネ一式知能検査を原型として発展してきた｡その

発達検査あ歴史的な変遷について概観し.日本で用いられている発達検査がどう位置づけられているの

かを整理し,保育場面での活用の可能性を検討した｡

キーワー ド:発達検査,津守式乳幼児精神発達質問紙 保育

Ⅰ.はじめに

発達検査とは,子どもの発達状態を診断するた

めの,標準化された検査法である1)｡発達診断その

ものは小児神経学,児童精神医学,発達心理学など

多くの専門分野にまたがる路床システムによっては

じめて可能であるが,そのシステムにあって標準化

された発達検査の果たす役割は大きい｡検査の手続

きは,観察を中心としているので,作業能力や言語

能力の低い乳幼児の精神発達の理解にも適している

2)｡例えば,何らかの発達上の遅滞があるかどうか

をみることもできれば,発達プロフィールや項目間

のばらつきから問題の原因を考えるということもで

きる｡このように,発達検査には,子どもの発達上

に起こりうるさまざまな問題を探ることの目的があ

げられる｡しかし,それだけに限らず,発達検査は,

保育や療育上の指導計画をたてる段階での指針を得

ることで,その効果の測定といったことの目的でも

用いられている｡

ここでは,発達検査がどのような目的で用いら

れているか,発達検査の歴史をふまえた上で,現在

用いられている発達検査について概観する｡

Ⅱ.発達検査の目的

発達検査は,何のために行われるのであろうか｡

検査を実施する者は,その目的を明確にし,それに

かなった検査の種類を選び実施しなければならない｡

例えば,乳幼児健康診断は,発達上に起こりうるさ

まざまな問題を探ることを目的としているが,特に,

その場面における発達検査の大きな目的の一つは,

一見健康そうにみえる子ども達の中から発達上に問

題のある子どもをみつけるということである｡すな

わち,それは,短時間内に大勢の子ども達を対象に

して発達遅滞や歪みのありそうな者をみつけること

を目的としている場合であるため.スクリーニング

という手法が用いられる｡また,医療の場面では,

明らかな身体的疾患のある子どもに対して,精神的

な発達状態を知る目的のために実施されることもあ

る3)｡身体的疾患のある子どもの場合には,知的な

面で遅滞を伴っているかどうか,あるいは情緒 ･社

会的な発達の状態はどうかといった点を知る必要が

あり,知的発達遅滞の有無や程度が疾病の診断や治

療の一つの手がかりとなることもある｡また,身体

的疾患のために二次的に社会 ･情緒的面の発達に影

響があらわれていることもあるため,発達検査を必

要としている｡

さらに,福祉の場面においては,保育や療育上

の計画を立案することやそれらの効果を測定するこ

とを目的とし,保育や養護を希望する者に対して,

入所が可能かどうかを決める資料の一つとして実施

される4)｡つまり,集団保育 ･養護を前提とした発

達検査の場合には,その子どもの発達状態が集団生

活に耐えうるかどうか,入所したとしたら発達のど

の面により援助を必要とするかを知るために,生活

能力の面を重視して発達をみることが求められる｡

このように,検査を用いるにあたって,それぞ

れの目的にかなった種類の検査法を選び実施する必

要がある｡このことから.発達検査は,目的をもっ

て用いることに意義があるのであり,目的を明確に
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しないまま発達検査をしても,それは検査を受ける

子どもにとって迷惑なばかりでなく,その結果も充分

に役立てられないことが多いと思われる｡いいかえれ

ば,発達検査の結果は ｢正常である｣とか ｢異常であ

る｣とかという判断だけではすまされないのであり,

その結果は,子どものよりよい発達を促すという枠組

みにてらして教育 ･福祉 ･治療的支援やガイダンスの

資料として教育的意義のもとで役立てられねばならな

いものなのである｡

Ⅱ.発達検査の歴史的概略
発達検査は,子どもの精神発達の程度を測定するた

めに,特に作られた検査である｡これは,子どもの知

能検査にあたるものといえるが,対象が年少であるた

めに,成人に適用されているものとは異なる特色があ

る51｡

したがって,発達検査と知能検査との違いは,発達

と知能の定義によるといえる｡知能の定義においては,

多くのものが ｢抽象的に思考し,推理する能力とそれ

らを目的に合わせて使用する能力｣であることを強調

している｡しかし,乳幼児期には抽象能力や言語能力

が十分発達しておらず,検査することが困難なので,

主として感覚運動的機敏度を測定する検査となる6)0

すなわち,このような検査を一般的に発達検査という

のである｡乳幼児の場合,肉体的発達がかなり精神的

発達と一体となっているという視点から,知能検査と

してではなく心身の一般的な発達程度を調べる発達検

査として適用されているものが多いということである｡

発達検査は,その結果をほぼ知能検査と同様に処理

し,知能指数 IQ(intelligencequotient)に対応するも

のとして,発達指数 DQ(developmentquotient)を算

出することが多い｡発達検査が,後の知能の予測に有

効かという点については,多くの結果が否定的である｡

少なくとも,2,3歳以前では,児童期の知能との相関

も低い｡それ以後,年齢が高くなるにつれて後の知能

に対する予測性が高まってくる｡これは,乳幼児の反

応が不安定なこと,先の例にみられるように,問題に

取り上げられている機能が,年齢により次第に変わっ

てくることによると考えられる7)0

しかし,発達検査は,子どもの発達の現状を診断す

るためには,有効である｡発達検査自体が,年齢によ

る主要な機能の展開の順序を示しており,また,よく

標準化されるならば,全体の標準的資料を示すことが

できる｡これは,個人あるいは集団の発達過程の診断

の助けになる｡

現在,我々の用いている発達検査のそもそもの始ま

りは,20世紀初頭にフランスでビネ-が考案した検

査にいきつく｡厳密には,ビネ-(BinetA.)が 1908年

に公表した検査がそれであり,今日の知能検査や発達

検査の原型とされている8)｡ここでは,ビネ-の知能

検査がどのような歴史的な経過をたどっているのか,

また,日本で用いられている発達検査が,それとどう

関連づけられているのかを検討することにする｡

I)ビネ-の検査

一般に,発達検査には,個人式と集団式とがあり,

前者は,ビネ一式知能検査とウェスクラー式知能検査

の 2種類に大別される9Joビネ- (BinetA.)が 1908

年に公表したのが,世界で最初の知能検査である｡そ

の日的は,小学校入学時における精神遅滞児の識別で

あった｡その後,シュテルン(Stem,W.,1912)によって

提案された知能指数の概念による表示法の工夫やタ-

マン(Tem an,L.M.,1916)の標準化などによって測定

法として整備された｡

ビネ-の検査は,さまざまな課題に対する子どもの

反応と年齢との間に一定の関係があることを原理とし

たものである｡子どもの反応をその年齢からとらえる

方法は,その後,心身の諸機能のあらゆる領域に適用

され,各種の発達検査が作成されてきた10)0

ビネ-の尺度は,様々な内容の検査問題を,年齢別

に配列したものであるから,その尺度を用い,子ども

の示す反応や特徴を調べれば,その子どもの精神発達

(mentalage)が,どれほど進んでいるか判断できる

ことになる｡

2)スタンフォード･ビネ-検査

ビネ-の検査は,その方法が非常に優れたものであ

るために.最初に発表されて以来,直ちに世界各国に

広まり,それぞれの国の児童に適するように翻案改訂

標準化されるようになった｡多くの研究者がビネ-の

検査の改訂を試みているが,特に有名なものは,スタ

ンフォード大学のタ-マン(Teman,L.M.,1916)による

改訂である11)｡タ-マンの改訂は,スタンフォード増

補改訂版と呼ばれ,しばしば,スタンフォード･ビ

ネ-検査と略称されている｡このスタンフォード･ビ

ネ-検査 1960年版では,検査結果は,発達の水準を

示すものではなく,同一年齢層の被験者集団の中での

相対的位置づけを表す指標として用いられるように

なったのである12)0

日本では,鈴木治太郎が,大正時代にスタンフォー
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ド･ビネ-検査を改訂して,日本の子どもに適用でき

るように標準化している13)｡鈴木ビネ一式知能検査法

や田中･ビネ一式知能検査もいくつかの修正が施され

ているとはいえ,基本的には,ビネ-の考え方を受け

継いだ検査である｡鈴木 ･ビネ一式知能検査14)と田

中･ビネ一式知能検査15)のうち 3歳児の問題の例を

表 1,表2に挙げる｡

表1. 鈴木 ･ビネ一式知能検査による3歳児の検査項目

分 類 内 容 行 動 項 目 採 点 基 準

短文の反唱 ｢今日は,よいお天気です｣というような短文を聞 3文章の中のどれか1文章が,1度読んだだけで文章

き,その通りに言う の文字通りに正しく反唱できたら合格

2線の比較 長短2本の線を比較し,長短を指さす 初めの3回の中3回とも正しければ合格

数の勘定 4つの硬貨を数える 必ず指を当てて要求した通りに数えたら合格

了解問題 日頃経験する状態についての問いからその処置を答える 3つの中2つの答えが正し
｢お腹のすいた時はどうするか｣｢眠たい時はどうするか｣ ければ合格

正方形模写 手本にしたがって正方形を措く 3つ描いた中1つだけできたら合格

表2. 田中･ビネ一式知能検査による3歳児の検査項目

分 類 内 容 行 動 項 目 採 点 基 準

用途による事 ｢水を飲むものはどれですか○その上古こ指をあてて下 6間中5間以上正答を合格
物の指示 さい｣という指示に答える

トンネル 積み木でトンネルを作っておき,それと同じ物を作る トンネルが崩れずに立っていたら合格

縦の線を引く クレヨンで垂直線を描いた手本を見て,同じものを紙 曲がっていても1つの線に
に描く○ なっていれば合格

絵単語 提示された絵について ｢これは何ですかoこれをなん 17間中10間以上正答を合
と言いますか｣という問いに答える 格

物の名称 提示された絵について ｢これは何ですか○これをなん 6間中5間以上正答を合格
と言いますか｣という問いに答える

動物の絵 10種類の動物の絵を見て,同じ動物の絵カードを当てる 9間中4間以上正答を合格

円の大きさの比較 大小2つの円を比較し,大小を指す 2回ともできた場合のみ合格

ボタンの分類 白と黒のボタンを分類する 誤りなく2分間に全部分類できたら合格

絵の組み合わせ 2つに切った絵を組み合わせ,1つの絵を作る 2間中1間以上正答を合格

3数詞の復唱 7-4-9というような3つの数を指示通りに復唱する 3間中1間以上正答を合格

了解問題 日頃経験する状態についての問いからその処置を答える 2間中1間以上正答を合格
｢お腹のすいた時はどうするか｣｢眠たい時はどうするか｣

鈴木 ･ビネ一式知能検査と田中･ビネ⊥式知能検査

の両者ともに,課題は,言語,動作,記憶,数量,知

覚,推理,構成など様々な内容からなるが,一般知能

を測定している16)｡そのため,社会性や生活習慣など

日常生活場面での活動内容をふくんでおらず,子ども

の発達状況全般を示すことはできにくいと思われる｡
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3)ビューラー ･-ツツァーの幼児テスト

ビネ-の検査は,いくつかの改訂版を生んだが,や

さしい問題を増やして,低年齢層の被験児にも適用で

きる尺度の作成が試みられた｡乳幼児にも適用できる

尺度は,乳幼児発達検査などと呼ばれるが,その代表

的な検査の一つとして,ビューラー(Bdller,C.,1932)と

-ツツァー(Hetzer,H.)の検査がある17).これは.6歳

までの乳幼児を対象とした検査で6つの行動領域から

構成されている｡そして,この検査では,頭に布をか

ぶせて乳児の反応をみたり,水で満たされた容器を運

ばせたりするなど課題状況の設定に工夫がなされてい

ること,発達表示法として初めて発達指数が用いられ

たことで知られるIB)｡ビネ-の検査に比べて主な違い

は,一つには,出生直後からの検査が可能であるいう

点にある｡もう一つには,ビネ-の検査の本来の目的

は遅滞児の識別であったのに対し,ビューラーと-ツ

ツアーの検査では,子どもの知的機能の諸側面を体系

的に考えようとして個々の乳幼児のあらゆる精神機能

を検査しているという点にある19)｡我が国で,牛島義

衣(1939)らによって作成された乳幼児精神発達検査20)

は,ビューラーの検査を翻案したものである｡牛島ら

による乳幼児精神発達検査問題のうち,3歳児の問題

を表3に挙げる｡

表3. 牛島らl芋よる乳幼児精神発達検査の3歳児の行動項目

分 類 内 容 行 動 項 目 採 点 基 準

社会性 100枚のカードを1回の命令で分類する 5分以内に完了すれば合格

社会性 日頃経験する状態についての問いからその処置を答える 規定回答以上に答えれば
｢お腹の空いた時どうするか｣｢眠たい時どうするか｣ 合格

学習 4つの隠された物のうち3つを見つけ出す 4間中3間正答を合格

学習 2語復唱をする 3間中2間以上を正しく復
｢小さな人形｣｢猫が逃げます｣｢太鼓をたたく｣ 唱できれば合格

学習 検査者の描いた円を模倣して描く 規定以上であれば合格

学習 検査者の作った十字架や階段のような積み方を模倣す 2間中1間正確にできれば
る 合格

学習 位置関係を理解する 5間中3間正答を合格｢この積み木を箱の上に置きなさい｣rこの積み木を箱の後
ろに置きなさい｣

創造力 棚から物をとる時,椅子を使うことができる 所定の椅子を引き寄せてその上に登り物をとることができれば合格

ビューラー ･-ツツァーの幼児テストの第一の特徴

は,乳幼児の精神発達を6つの面に分けて,そのおの

おのの面について検査するようになっていることであ

る｡その6つというのは,感覚,身体運動,社会性,

学習 (記憶および模倣),物を扱うこと,創造力であ

る｡ビューラーは,社会性の行動項目が入ってくるこ

とによって,単に知的発達だけでなく,精神発達全体

をみることが,この検査の特徴だとしている21｡

しかし,日常生活場面-の応用を試みようとするな

らば,社会性の行動内容である ｢100枚のカードを 1
回の命令で分類する｣｢お腹がすいたときには,どう

しますか｣といった項目は,子どもの日常生活で自然

に表れる社会性の行動というより,社会性が発揮され

ると考えられる行動についてその反応を測定すると

いった面があるように思われ,知能検査の意味合いが

強いように見受けられる｡さらに,3歳児からの行動

項目は8間ずつとなっていることから,ビューラーの

いう精神発達全体をみることからすれば行動項目が少

ないのではないかと思われる｡

4)ゲゼルの発達診断

子どもの反応をその年齢からとらえる方法は,その

後,心身の諸機能のあらゆる領域に適用され,各種の

発達検査が作成されてきた｡主なものには,ゲゼル

(Gesell,A.,1925,1941)の発達診断をあげることができ

る｡ゲゼルは,まず,正常な乳幼児の発達過程を明ら

かにして,その知識に基づいて診療を行う必要があり,

このような診断を通じてさまざまな心身の障害が早期

に発見でき,適切な治療と指導を行うことができると

1 60 -



乳幼児発達検査の変遷と保育-の応用

した22)｡ゲゼルが考案した観察項目は,ビューラーと

-ツツァーの検査項目に比べて,各観察項目は,乳幼

児にとって,極めて自然なもので,用具類も親しみを

もっことのできる遊びの様相の強いものになっている｡

このゲゼルの発達検査の概念に基づいて日本の子ども

用に構成されたものに,生薄雅夫(1980)らによって作

成された新版 K式発達検査23),津守真(1961)による乳

幼児精神発達検査法24)25)があるC

生樺による新版 K式発達検査の目的は,精神発達

のさまざまな側面を,姿勢 ･運動領域,認知 ･適応領

域,言語 ･社会領域に関する検査場面を設けて,その

領域の全般的な進みや遅れ,バランスの崩れなどを調

べ,療育に役立てることにある26)が,3歳児以上の年

齢級には,姿勢 ･運動領域の項目が存在しない｡この

ことについて,生津は,丁この領域の検査項目として,

日常の生活経験の有無や練習量の影響をあまり受けず,

また,実施の容易な検査項目が兄いだしにくいためで

ある｣27)としている｡そのため,3歳児以上を対象と

する場合は,認知 ･適応領域,言語 ･社会領域に重点

を置いた知能検査の意味合いが強くなると思われる｡

一方,津守による乳幼児精神発達検査法の意味は】

それまでの発達検査が,子どもを科学的にみようとし

て項目を設定しているのに比べて,母親に0歳から7

歳までの子どもの日常生活の中にあらわれるままの行

動を尋ね,その結果を集めているという点にある28)0

それらの行動を,運動,探索･操作,社会,食事 ･生

活習慣,言語の各領域から理解することが目的であり,

個々の行動項目をみていくならば,子どもは幼児期に

どのような行動を示すか知ることができる29)0

つまり,ゲゼルの考えは,上述の津守や生津の検査

のように今日使用されている多くの発達検査に取り入

れられているだけでなく.小児神経学的診断法に取り

入れられ,早期の発達検査ならびに治療の可能性をひ

らくうえで大きな役割を果たしているといえる｡

Ⅳ,E]本で採用されている発達検査の稚魚

乳幼児の発達に関する発達検査法は,個人の知的発

達状態を測定する知能検査法や乳幼児の視知覚,言葉,

｢もの｣-の興味関心能力や社会性,生活習慣,運動

能力などの発達の様相を知るための精神発達検査法,

個人の行動特徴をとらえようとする人格検査法などい

くつか作成されている｡前述の発達検査法のうち,日

本の子ども用に標準化されている発達検査は,その種

類もその数も実に多く,乳幼児の発達に関する検査,

個別式の知能検査,集団式知能検査,その他,性格 ･

人格に関するものや行動 ･社会性,親子関係,言語発

達 ･言語理解,運動能力に関するもの,知覚 ･感覚に

関するものを含めると子どもを対象とした発達検査は

50以上となる30)｡中でも文部科学省で承認され,学

校教育で用いられている発達検査は,観察の観点から

8項目20種類である31)O学校教育で用いられている

発達検査の種類を表4に示した｡なお,この表は,文

部科学省 ･総務省連携プロジェクトのウェブページで

ある ｢学校インターネット『特別支援教育とユニバー

サルデザイン』｣より,筆者が適用範囲を加えて作成

した｡

教育や保育の場面における発達検査の役割は,①今

まで見えなかった子ども達の特徴を知ることができる

②複数の観察者のとらえかたの違いを修正することが

できる ③同じ検査を継続的に使用していくと,個々

の子どもの特徴的把握だけでなく,子ども達の発達的

特徴のその時々の変化をつかむことができるというこ

とにある32)｡しかし,表4の ｢観察の観点｣に着目す

ると,言語の異乱 視知覚,行動に関する発達障害な

ど,障害を見つける目的で発達検査が使われていると

とらえられる｡

発達検査を行う効果の一つは,対象となる子どもの

現在の発達状況を把握できるという点にある｡乳幼児

期には,感覚 ･運動領域に問題がないかどうかを知る

手がかりとなり,現時点の発達状態を的確にとらえる

ことができる｡したがって,発達検査は,子どもの

｢可能性や潜在性 (良さ)｣を兄いだすために行われ

るのであって,｢できなさ｣を明らかにするものでは

ない｡結果として ｢ここまでしかできない｣という事

実が示されたとしても,それは ｢ここまでできてい

る｣｢ここまで発達している｣という確認に立って,
指導目標や指導内容,方法等の教育計画を立てていく

ことの方に意味がある｡発達検査を通して子どもを理

解することが発達検査の本来の目的であるとすれば,

子どもの状態をとらえながら,指導に必要な観点を予

測することこそ発達検査を行う第-の意義であるとい

える｡
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表4. 学校数青で採用されている発達検査とその適用範囲

観秦の観点 使用される検査 適用範囲

言葉が気になる (吃音など) ことばのテスト絵本 幼児～小学校低学年

ⅠTPA言語学習能力診断検査 3歳Oか月～9歳11か月
S-S法 不明

絵画諸費発達検査(PVT) 3歳～10歳11か月
ビネ一式知能検査 1歳～成人

落ち着きのなさや行動が気になる 自閉症児の行動チェックリスト(CLACⅡ) 自閉症幼児WⅠSC-Ⅲ(WPPSⅠ) 5歳～16歳11か月
ビネ一式知能検査 1歳～成人

目の見え方が気になる フロスティツク視知覚発達検査 4歳～7歳11か月

学習のつまずきや発達の遅れが気になる ビネ一式知能検査 1歳～成人

新版S-M社会生活能力検査 乳幼児～中学生

ABS適応行動尺度 6歳～12歳11か月
絵画語秦発達検査(PVT) 3歳～10歳11か月
WⅠSC-Ⅲ(WPPSⅠ) 5歳～16歳11か月
氏-ABC心理 .教育アセスメントバッテリー 2歳6か月～12歳11か月
津守式乳幼児精神発達診断法 0歳～7歳
遠城寺式乳幼児分析的発達検査 0歳～4歳7か月
ポーチ-ジ乳幼児教育プログラム 障害幼児

心理的な問題を抱えている PFスタディ-MMPI 児童 .青年 .成人15歳～成人

障害の程度が重い 津守式乳幼児精神発達診断法 0歳～7歳遠城寺式乳幼児分析的発達検査 0歳～4歳7か月
新版K式発達検査 0歳～13,4歳
ムーブメント教育プログラムアセスメント(肥PAⅢ) 0歳～6歳

学習障害児などの疑い ビネ一式知能検査PRS 1歳～成人LD児
WⅠSC-Ⅲ(WPPSⅠ) 5歳～16歳11か月
冗-ABC心理 .教育アセスメントバッテリー 2歳6か月～12歳11か月

文部科学省 ･総務省連携プロジェクト学校インターネット ｢特別支援教育とユニバーサルデザイン｣より筆
者が適用範囲を加えた｡なお,木表で取り上げられている検査には,一部心理検査も含まれている｡

(http://www.Schoolnet.gr.jp/uni/shogai/kensaOl.html#02)より取得

Ⅴ.津守式乳幼児精神発達診断法の有効性

乳幼児の精神発達の診断には,従来は,検査場面を

設けて,子どもの行動を客観的に観察することにより,

発達の遅滞や異常を診断することがなされてきた｡表

4に挙げられている発達検査のほとんどは,それぞれ

の発達検査の使用にあたって必要とされる注意点が設

けられている｡子どもとのラポールを十分にもつこと

や,子どもの注意力がとぎれないよう,記録に際して

の注意があることなどがあり,それぞれの検査-の習

熟や基礎知識,子どもに対しての経験などが要求され

ている33｡しかし,日常の保育を進めながら,子ども

の発達をみようとするならば,特別に時間をとって検

査を行うことは困難な場合が多いと予想される｡この

ことを補う手法による主な検査が津守と稲毛34や磯辺

35によって作成された発達検査法である｡津守による

乳幼児精神発達診断法(以下,津守真による診断法で

あることから津守式と略す)は,母親 (または,主な

養育者)に質問紙を用いて乳幼児の発達状況をたずね,

その結果を整理することにより,精神発達の診断をし

ようとするものである36)｡親や養育者の観察から検査

の結果を得るという,いわば間接的検査法といえる性

質のものであり,子どもの日常生活の中で示されるあ

りのままの行動項目から発達を知る唯一の方法である｡

母親の観察を取 り入れることに関して,津守

(1995)は,｢元兎 乳幼児は,その生活の大部分を
家庭で過ごし,しかも,その生活のほとんどすべてが

養育者の管理のもとにあって,養育者は,子どもとと

もに過ごす生活の中で,乳幼児が発達していく状況を

観察している｣ 37)とし,妥当性や信頼性についても

検討した上で,｢乳幼児が成長発達していく状況から,

日常生活の中にあらわれるままの行動を集め,それを

整理するならば,乳幼児の生活の全面にわたっての発
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達の過程を明らかにすることができるであろう｣ 38)

と述べている｡そのようにして観察された行動を整理

して秩序づけるならば,精神発達の診断の基礎にでき

ると考えたのである｡

さらに,津守は,津守式を使用する発達診断の具体

的特色について,著書 『乳幼児精神発達検査法0才～

3才まで』 39)の中で以下のように述べている｡

① 母親と面接し,母親の観察にもとづく報告に

よって,発達の診断がなされること

② 検査場面のように,観察する場面が限定されず,

終日の状況観察にもとづいて判断されること

③ 検査の結果は,検査時の子どもの状態に左右さ

れることなく,普段の行動の全般的状況に基づい

て判断されること

④ 検査のための設備や用具を必要とせず,いつ,

どこまでも実施できること

⑤ 子どもの状況の如何に関わらず,実施できるこ

と｡子どもが寝てしまって検査ができないとか,

また,検査を拒否するとか,落ち着きのない精神

遅滞児の場合や,その他の障害をもつ子どもの場

合などのように課題行動にのらないために実施で

きないとかということがない

⑥､面接に要する時間は,約 20分という短時間であ

ること

⑦ 面接質問の結果は,発達年齢に換算されること

⑧ 発達輪郭表によって,いかなる特徴があり,い

かなる領域が遅滞しているかなどをしることがで

きること｡発達輪郭は,運動1探索,社会,生活

習慣,言語の5つの領域を軸としている

⑨ 発達輪郭表に記載してある,本発達質問紙を構

成している項目をもとにして特徴づけた発達段階

は,その子どもの理解に役立ち,また指導上にも

役立つ

以上のように,津守式による発達診断は,従来の発

達検査では,検査困難な対象にまで,適用範囲を広げ

たことに大きな特色をもち,検査場面における検査の

およばない点を補うところに意義がある｡それ故,千

どもの日常生活における行動を通して,子どもの発達

把握を目指すためには適切な診断法であり,検査場面

に導入しにくい乳幼児の検査に有効である｡さらに,

実際に津守式を用いそクラス担任による保育効果の検

討を行っており.保育の場面で津守式を用いる有効性

についても効果がある点を挙げることができる｡津守

は,幼稚園や保育園で,クラス担任の先生が評価する

場合,個人の子どもについて各項目ごとに評価するこ

とは容易ではないが,クラス全体として評価すること

は容易であるとして, ｢各項目について,クラスのど

のくらいの人数の子どもができるかをみることによっ

て,そのクラスの子どもの発達の概況を知ることがで

きるであろう｡それは,地域による子どもの状況の相

違を反映するとともに,保育の効果をみる目安ともな

ろう｣ 40)と述べている｡クラス担任が,津守式を用

いたクラスの自己評価をすることにより,保育法の適

切さを反省する材料とする41)ことの有効性をも加味

し,津守式を用いた発達診断を進めることは,有意義

であると考えられる｡

津守式を用いた研究として,他の発達検査の場合と

同様に,障害児やダウン症児を対象とした研究を挙げ

る▲ことができる｡自閉症児を対象とした研究としては,

栗田.清水 ･太田(1981)によって,各質問項目の通過

状況を精神遅滞児,健常児と比較し,その通過率の検

討を通して自閉症児の発達特性をより詳細に分析した

研究42)や,中塚ら (1987-1990)による自閉症児の

経年的行動観察から自閉症児の精神発達段階が,どの

時期の発達年齢に存在するかを明らかにした研究43)

叫 45)が挙げられる｡また,原 ･西村(1997)らによる

ダウン症児の年齢ごとの質問紙の各項目の通過状況を

もとに各年齢での類型化を試みた研究46)など,自閉

症児やダウン症といった発達障害児の発育 ･発達の経

過を探ったものが多いことがわかる｡対象を健常児と

した調査に,進野 ･竹内･宮川(1979,1980,1981)ら

の研究47)48)49)があるが,これらは3歳児を対象に長

子と非長子,男児と女児について保護者と教師との評

価の差異を検討したものである｡しかし,これらの研

究では,津守が考案した担任教師による保育効果の検

討や指導内容との関連については,いまだ触れられて

いない｡したがって,保育の場面において津守式を用

いることにより,日常生活を送っている中での子ども

の成長発達をとらえ,その上でその時々の子ども-の

援助のきっかけを得ることも有効となるのではないか

と考えられる｡
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Tide:AHistoryofTestsofhfantDevelopmentandtheirApplicationstoChildcare
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Absbact:Thisstudywillexanhewheher也etestsofinhtdevelopmentareusefi止tochildcamteachersinunderstandingchildrmin

childcareenヰomnents.TestsofdevelopmentareilTpOrhnth:cause也町willleVddiePresentdevelopmentaldagesofthechildren

concemd Thepurposeof血etests出esinpdctingdlevieⅥ叩intsdlichanneeddfor即i血ICewidetnderstan血lgthe

develqpmental血gesofthechndren.Thetestsofdevelopment,dlichstaddwithBinet-testas也eprotobpe,willtx:托viewedalong

withtheemi tionoftheothertestsusedinJapan.Thepurposeofthispaperistoshowtheirapplicabilityinchildcareenvironments.
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